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講演題目 

植物防衛作用を持つオキシネオリグナンの探索と機能性解明 

研究の目的、成果及び今後の展望 
植物は、ストレス環境に晒された際に自身を守る物質を生合成して、ストレスに対抗する。ファ

イトアレキシンと呼ばれるそれら防衛物質は、食用の農作物中に含まれる。リグナン類は桂皮酸か

ら誘導される低分子化合物であり、一部のリグナンはファイトアレキシンとして作用する。オキシ

ネオリグナンはサトイモ科やアブラナ科などの植物に含まれる微量天然物で、近年も数多くのオキ

シネオリグナンが発見されているが、各成分がどのようなファイトアレキシン作用により植物を防

衛するのかは明らかにされていない。また、食品含有ファイトアレキシンを摂取した際の機能性は

最近注目され始めた領域であり、オキシネオリグナン摂取時の効果は不明な点が多い。オキシネオ

リグナンを合成し生物活性を評価することで、リグナンが防衛物質として植物に作用する機構や、

食品機能性成分として生体に与える効果を解明できると考え、研究に着手した。本研究ではオキシ

ネオリグナンの合成法を開発してライブラリーを作製し、化合物の機能性を解明する。当研究室で

開発した分子内芳香族求核置換反応 (SNAr 反応) を分子間反応に応用し、モノリグノールとフルオ

ロベンゼンから多種多様なオキシネオリグナンを得る。合成した化合物に対して生物活性や機能性

に関わる試験を行い、ファイトアレキシン作用を評価する。オキシネオリグナンの活性を網羅的に

解析することで、リグナン類の植物における役割、および成分摂取における機能性を明らかにする。 
 令和 6 年度の研究成果として、ベンジルアルデヒド 1 から複数のモノリグロール 2 を立体選択

的に合成した (図左)。また、開発した分子内 SNAr 反応を分子間反応に適用させるため、モデル化

合物を用いて反応条件を検討した。ベンジルアルコールと 1-フルオロ-4-メトキシベンゼンを基質に

反応を精査したところ、シリルアミンと塩基を用いる条件で化合物の生成を確認した (図右)。今後

は試薬や溶媒・温度などの検討を行う。また最適条件を決定後に、合成したモノリグロールを基質

として種々のオキシネオリグナンを合成し、ライブラリーを構築する。 

 


